地域における総合相談・生活支援研修会　事例事前提出様式

※　本様式は、ワード様式での提出とします。　

	所属名
	
	氏　　名
	

	所　属

役　職
	
	相談援助に関する経験年数等
	



１．相談による援助事例を１事例お書きください。
本研修においては、事例検討に用いるケースを作成することを研修内容の重要な一要素として位置付けていることから、参加者全員にケースの提出を求めています。
提出いただいた事例は、研修当日の事例検討会で使用する場合がありますが、時間等の都合により、すべての事例を取り上げることはできません。
当日扱う事例は、事務局で選定します。
なお、採用されなかった事例についての講師からのコメントは希望制とし、希望される場合は、1事例あたり1,500円のコメント料が必要です。

２．事例の記述にあたっては、個人が特定されることのないよう下記の点についてご留意ください。
① 氏名は仮名でイニシャル表記とする
② 年齢は○○歳代（前半・半ば・後半）とする
③ 病名、既往歴は事例の展開において必要なもののみとする
④ 関わる前までの本人の生活の経過は事例の展開に必要な事項のみとする
⑤ 日付は、事例の展開に必要なもののみとし、○年○月頃、○年（○月）前として記載する
⑥ 就業している場合等の会社名等はＡ社などイニシャル表記とする

３．提出締切：令和8年1月16日（金）

· 事例送付先（wordデータをＥメールの添付ファイルでお送りください）
　　　〒852-8555　長崎市茂里町3-24　 Tel:095-846-8639
長崎県社会福祉協議会　生活支援課　担当：久家・福島
[bookmark: _Hlk133937121]E-mail：shikin@nagasaki-pref-shakyo.jp
事例提出シート記述項目



【事例作成者】
	(1)
	氏名（フリガナ）
	

	(2)
	所属部課名
	

	(3)
	役職名
	

	(4)
	勤務年数
	

	(5)
	現在の職務を担当する以前の業務内容など
	

	(6)
	現在の職場での役割など
	

	(7)
	現職でやりたいけれど、できていないと感じていること
	

	(8)
	現職で難しいと感じているところ
	




※　このページは研修会講師にのみ提供します。
事例と関連付けて公開することはありません。









事例記入様式


※枠内に入りきれない場合は、記載例を削除し、枠を広げて記載ください。
	事例のタイトル
	

	事例の概要
（相談経過等を簡潔に）
	

	検討したい内容
（事例を取り上げた理由、検討・相談したい内容等）
	

	
＜事例の内容＞

	利用者
	

	手帳等内容
	

	相談経路
	

	相談内容
	

	家族の状況
（同居・別居）
	続柄・性別・年齢・生活状況・利用者との関係等


	利用者・世帯の状況
	経済状況・就労状況
（収入、負債、雇用形態・状況、金銭管理をめぐる課題等）


	
	住宅状況（アパート・持ち家等、住宅環境、家賃、住宅ローン等）


	
	健康状態（疾病、障害等）


	
	その他生活課題等の特記事項

	社会資源の状況
	利用中の（予定を含む）社会保障制度・福祉サービス、
かかわりのある機関・施設・人等（種類・内容・利用者との関係等）







	家族関係図
【ジェノグラム】
社会資源関係図
【エコマップ】

	

	経過
（時系列の流れ、
他機関の関与等）
	


	相談援助に関する経過
	1 これまでの生活状況、
2 支援を必要とするに至った経緯や理由、
③利用者の現在の生活状況・生活課題に関するやりとり、および今後に向けた相談援助の経過、
④それらにおける相談援助者としての判断や見立て　





＜事例を書いてみての感想、考察＞
	· 事例をまとめてみて考えたこと（今後の支援をする際に考えたこと等）
· 相談対応を行っていて困っている点、気になる点

（箇条書きで記載ください）
	




＜利用者が居住している地域の概況＞
	＊地域特性、社会資源の状況等を簡単に
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